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羽越水害５０年行事 平成２９年５月９日

『こどもまち歩き～未来の赤湯もニコニコ隊～』
洪水ハザードマップを利用した学習が始まります。

今年は羽越水害から５０年の節目を迎えることか
ら、水害から命を守る防災をテーマに様々な取り組
みを関係機関と進めています。

その一環として、南陽市立赤湯小学校と「こども
まち歩き」を実施します。

この取り組みでは、羽越水害や近年の洪水を振り
返り、洪水の怖さを知って、実際に小学校周辺を歩
き、水害が起きた時に役立つ場所や危険な場所を学
習します。一連の学習成果については、 8 月 26 日の
羽越水害５０年行事のステージイベントで発表する
予定です。

今回は、第 1 回目として「羽越水害など洪水の怖さ
を知る」と題した出前講座を行います。

１．日時

平成２９年５月１１日（木）

１３：３０～１４：１５

２．場所

南陽市立赤湯小学校 多目的ホール

３．対象

4 学年 ７８名

４．内容

出前講座「羽越水害など洪水の怖さを知る」

・羽越水害とはどんな水害だったか。

・雨の重さ体験

・近年洪水の恐怖

５． 実施主体

羽越水害５０年行事実行委員会
国土交通省・山形県・山形市、米沢市、寒河江市、村山市、長井市、天童市、

上山市、東根市、南陽市、西川町、山辺町、中山町、河北町、朝日町、大江町、

高畠町、川西町、白鷹町、飯豊町、小国町、（一社）東北地域づくり協会、

美しい山形・最上川フォーラム、NPO 法人最上川リバーツーリズムネットワーク



６．今後の予定

５月下旬 ハザードマップを学ぼう

７月 実際にまちを歩こう

８月２６日 学習報告会

７．その他

取材については、随時取材可能です。

羽越水害５０年特設サイト
http://www.thr.mlit.go.jp/yamagata/river/uetsu50/

「水害から身を守る」出前講座！随時実施中！
地域の小さな集まりから、

学校・会議までどこでも参ります！

＜発表記者会：山形県政記者クラブ・米沢記者倶楽部＞

＜問い合わせ先＞
事務局 ：国土交通省 東北地方整備局

山形河川国道事務所調査第一課

山形市成沢西四丁目３－５（℡ 023-688-8933）

調査第一課長 小出 博 （内線351）
こ い で ひろし

小学校 ：南陽市立赤湯小学校
南陽市長岡９９４番地（℡ 0238-43-2069）

教頭 山田 和男
や ま だ か ず お


